
内容 なしだいふぞくオンライン

導
入
10
分

・章の学習が終了
した。どのような
内容を学習したの
か思い出す

・授業の開始の時には生徒は、自身でなし
だいふぞくオンライン（学年理科の
classroom)にアクセスして、2章で学習し
た気体の発生実験の様子を映像を見て振り
返る（A1）
・教師から配布されている課題を開く

展
開
35
分

・2章の学習前と
学習後で章の課題
について取り組む。

・章の最初の時間に配布した「気体はどの
ように発生させるか」という課題に対して
自分なりの答えをgoogle documentに記入
する(B1)

ま
と
め
5
分

・本時の授業の振
り返りと章の課題
の2つのデータを
google classroom
から提出する。

・学年理科のクラスルームにアクセス

本時の学習内容の振り返りをGoogleドキュ
メントに毎時間の授業記録を記入し、教師
に提出をする。（E3）
→データを提出させ主体的に学習に取り組
む態度の評価に活用する（D2）

1年生
「物質のすがた」 2章 気体の発生 5/5時間

活用効果
①課題の配布と回収の流れは、他の教育活動の場面でも活用することができる。
②単元の最後の時間に課題を回収することで、生徒の評価に活用することができる。

新しい学習ツールとしての教師・生徒・保護者に定着を目指す

G Suite for Education（なしだいふぞくオンライン）の活用事例 理科（課題の配布から提出まで）

提出状況をリアルタイムで確認できる
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